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　私は、公共施設などの電気工事を担当していま
す。電柱にある電線から屋内に電気を引き込んだ
り、施設内に配線や照明などを取り付けたり。高
所作業や力仕事もありますが、無事に工事が終
わったときは達成感があります。
　プライベートでバスケをするときに利用する体
育館の工事を担当したことも。友達がプレーを楽
しむ姿を見て、「ここの照明は、自分が工事した
んだぞ」と優越感に浸れるところがいいですね。

産電工業株式会社
仙台市泉区八乙女中央 1-6-7
TEL 022-371-1701
http://www.sandenkogyo.co.jp/

　私は、プラント設備で使用する、監視・制御装置
システムの企画・設計・構築・メンテナンスなどを
担当しています。システムを活用するお客様の要望
を聞きながら使いやすいシステムを考えます。
　最新の技術を取り入れ、利便性が高いシステムの
構築を心掛けていますが、ときにはそれがお客様に
とって難しいものになってしまうことも。常にお客

　私は、「施工管理者」として、設備工事の現
場を監督する仕事をしています。田んぼに水を
供給するポンプ場など、水関係の現場が中心で
す。工事のスケジュールに関する書類の作成や、
工事をお願いする協力会社との調整など、様々
な仕事があります。
　現場で働くみなさんとは、コミュニケーショ
ンを通じて、信頼関係を築くことを心掛けてい
ます。工事を期日までに完了させ、全員で喜び
を共有できる瞬間がたまりません！

　私は、分配電盤や制御盤など、プ
ラント設備に電気を供給する装置の
製造・試運転・メンテナンスを担当し
ています。社内で配電盤製作に没頭
することもあれば、設備がある現場
にメンテナンスに出かけることもある。
そんなメリハリが魅力です。
　冬に鳥海山の麓にある現場まで、
「かんじき」を履きながら移動したこ
とも。体を動かすことが好きで、利府
高校のスポーツ科学科で学び、陸上
自衛隊、土木関係の仕事を経験して
きた私にうってつけの仕事だと感じて
います。
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佐
さ

藤
とう
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ゆう

哉
や
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産電工業株式会社の

各分野の最前線で活躍する４人の若手
社員が、自分の仕事の魅力について
語ってくれました。

を直撃！

様の立場に立ってベストな方法を試行
錯誤するのは大変ですが、とてもやり
がいのある仕事です。

　

私
た
ち
が
働
く
産
電
工
業
株
式
会
社
は
、

１
９
５
２
年
の
創
業
か
ら
成
長
を
続
け
る
、
電
気

工
事
や
機
械
工
事
、
制
御
シ
ス
テ
ム
の
設
計
・
施

工
な
ど
を
担
う
、
東
北
エ
リ
ア
で
は
数
少
な
い
総

合
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
で
す
。

　

上
下
水
道
施
設
や
ご
み
焼
却
施
設
、
揚
排
水
施

設
と
い
っ
た
、
公
共
性
の
高
い
設
備
事
業
で
培
っ

た
技
術
力
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
オ
フ
ィ
ス
ビ

ル
や
集
合
住
宅
、
工
場
な
ど
様
々
な
場
所
で
事

業
を
展
開
。
水
力
・
太
陽
光
・
風
力
発
電
設
備
事

業
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
へ
の
進
出

や
、
設
備
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
計
に
も
力
を
入
れ
、

環
境
に
優
し
い
施
設
・
設
備
の
施
工
を
目
指
し
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

当
社
で
は
、
設
備
の
企
画
か
ら
開
発
、
設
計
、

施
工
、
そ
の
後
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ま
で
、
幅
広
い

業
務
を
自
社
内
で
完
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
総
合

力
を
武
器
に
、
時
代
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に

対
応
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
様
々
な
自
社
製
品
の
開
発
も
行
っ
て
い

て
、
そ
の
一
つ
に
「
ソ
ー
ラ
ー
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
路
灯
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
製
品
は
電
気
が
通
っ
て
い
な

い
場
所
で
も
短
時
間
で
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
災
害
時
の
照
明
や
電
源
と
し
て
も
活
躍
し

て
い
ま
す
。
２
０
１
６
年
に
は
、
県
内
の
企
業
で

製
造
さ
れ
た
優
れ
た
工
業
製
品
で
あ
る
と
の
評
価

を
受
け
、「
み
や
ぎ
優
れ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
」
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

街
路
灯
は
現
在
、
ベ
ト
ナ
ム
に
も
設
置
さ
れ
て

お
り
、
電
気
が
通
っ
て
い
な
い
地
域
で
は
、
こ
れ

ま
で
の
技
術
を
応
用
し
、
水
を
く
み
上
げ
る
ポ
ン

プ
や
信
号
機
の
電
源
と
し
て
人
々
の
安
心
安
全
な

暮
ら
し
を
支
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
当
社
の

事
業
領
域
は
、
防
災
や
医
療
、
介
護
福
祉
な
ど
新

た
な
分
野
や
海
外
に
も
広
が
り
を
み
せ
、
地
域
が

抱
え
る
様
々
な
課
題
の
解
決
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
所
属
す
る
部
署
が
違
い

ま
す
が
、
連
携
プ
レ
ー
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
大
切

に
、
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
仕
事
を
進
め
て
い
ま

す
。
今
回
、
富
県
宮
城
グ
ラ
ン
プ
リ
を
い
た
だ
い

た
こ
と
を
誇
り
に
、
地
元
で
あ
る
宮
城
県
で
暮
ら

す
み
な
さ
ん
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
精
一
杯
頑

張
り
ま
す
。

　
「
も
の
を
作
り
た
い
」「
地
元
で
人
の
役
に
立
ち

た
い
」「
Ｉ
Ｔ
分
野
で
活
躍
し
た
い
」「
自
慢
の
体

力
を
発
揮
し
た
い
」
な
ど
、
み
な
さ
ん
の
様
々
な

願
い
を
、
当
社
で
な
ら
実
現
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

会
社
見
学
は
、
い
つ
で
も
受
け
入
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
私
た
ち
の
職
場
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

豊
か
で
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る

総
合
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
企
業

自社開発製品の「ソーラー
ＬＥＤ街路灯」は、東日本
大震災を機に開発が始まり、
仮設住宅の街路灯などに活
用されています

県
内
の
６
企
業
が
受
賞

第
８
回
「
富
県
宮
城
グ
ラ
ン
プ
リ
」

　

２
月
10
日
、
県
庁
で
｢富
県
宮
城
グ
ラ
ン

プ
リ
」
の
授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
８
回

目
と
な
る
今
回
は
、
グ
ラ
ン
プ
リ
の
産
電
工

業
株
式
会
社
を
は
じ
め
、
各
賞
を
受
賞
し
た

河
北
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式

会
社
（
石
巻
市
）、
株
式
会
社
岩
沼
精
工
（
岩

沼
市
）、
理
研
食
品
株
式
会
社
（
多
賀
城
市
）、

株
式
会
社
二
印
大
島
水
産
（
気
仙
沼
市
）、
ヤ

グ
チ
電
子
工
業
株
式
会
社
（
石
巻
市
）
の
代

表
に
、
村
井
嘉
浩
知
事
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

産
電
工
業
株
式
会
社
の
髙
橋
昌
勝
社
長
は
、

｢今
回
の
受
賞
を
励
み
に
し
て
、
さ
ら
に
地
域

貢
献
を
果
た
す
企
業
づ
く
り
を
進
め
た
い
」

と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

髙橋社長（左から２人目）が持つ表彰
状は柳生和紙で作られており、額縁に
は宮城の伝統工芸品である「玉虫塗」
が施されています
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宮城県の産業の発展や地域経済
の活性化に貢献した企業などを
称える「富県宮城グランプリ」。
グランプリに輝いた産電工業株
式会社（仙台市）を訪れ、4人
の若手社員に話を聞きました。

産電工業
株式会社がグランプリに輝く

TOPICS


